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研究概要︓本研究は，エリートサッカー選手を対象として，プレシーズンにおけるランニング関連負荷が，競技シーズン中のハムストリ
ング筋挫傷（HSI）発症リスクに与える影響を検討した後ろ向きコホート研究である。GPS を用いて定量化したランニング負荷指標と
傷害発生記録を解析した結果，プレシーズンにおけるスプリント距離およびスプリント回数が多い選手ほど，シーズン中の HSI 発症リス
クが有意に低いことが示された。

研究背景︓ハムストリング筋挫傷は、サッカー選手において最も頻発する筋障害の一つであり、競技シーズン中の欠場日数増加やパフ
ォーマンス低下、さらには再発率の高さといった点で大きな問題となっている。これまで、ハムストリング筋挫傷のリスク因子として、筋力低
下や柔軟性、既往歴などが報告されてきたが、近年ではトレーニング負荷、とりわけランニング負荷との関連性が注目されている。 
サッカーではスプリント動作が不可欠であり、試合中の高速走行や急激な加速・減速はハムストリング筋に大きな負荷を与える。一方
で、プレシーズンにおけるランニング負荷の設定は、コンディショニング向上や競技力向上を目的として行われることが多く、障害予防の観
点からその意義を検証した研究は限られている。特に、プレシーズンのスプリント関連負荷が、シーズン中のハムストリング筋挫傷発症リ
スクにどのような影響を及ぼすのかについては、十分な科学的根拠が示されていなかった。 本研究は、GPS を用いて客観的に測定され
たプレシーズンのランニング負荷指標に着目し、それらが競技シーズン中のハムストリング筋挫傷発症とどのように関連するのかを明らかに
することを目的とした。

研究成果︓本研究のロジスティック回帰分析の結果、プレシーズンにおけるスプリント距離およびスプリント回数が多い選手ほど、競技シ
ーズン中のハムストリング筋挫傷発症リスクが有意に低いことが明らかとなった。一方で、総走行距離や高速走行距離、加速・減速回
数といった他のランニング負荷指標については、ハムストリング筋挫傷発症との有意な関連は認められなかった。 
 さらに ROC 解析の結果、スプリント距離およびスプリント回数はいずれも、ハムストリング筋挫傷発症を予測する指標としてフェアな識
別性能を示した。これにより、プレシーズンにおけるスプリント関連負荷が、単なるトレーニング量ではなく、障害予防に寄与する重要な
要素である可能性が示唆された。 

 これらの結果は、プレシーズンに十分なスプリント負荷を段階的に与えることが、ハムストリング筋の負荷耐性や神経筋適応を高め、競
技シーズン中の障害発症リスク低減につながる可能性を示している。一方で、スプリント負荷の量や導入方法については慎重な管理が
必要であり、個々の選手のコンディションを考慮した負荷設定の重要性も示唆された。 
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社会への影響︓本研究は，GPS データを用いた客観的なトレーニング負荷管理が，エリートサッカー選手における筋障害予防に有効
である可能性を示した。本知見は，スポーツ現場における科学的トレーニング計画の立案や，選手のコンディショニング最適化に貢献
する。 
 
 
専門用語︓ 

ハムストリング筋挫傷（HSI）︓大腿後面筋群に生じる筋線維損傷． 
ROC曲線︓感度と 1−特異度の関係から予測モデルの識別性能を評価する指標． 

図１︓ハムストリング筋損傷（HSI）発症予測に対する ROC曲線 

（a）スプリント距離，（b）スプリント回数による ROC曲線を示す 


